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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1 共著

Proceedings of 17th
Chitose International
Forum on Photonics
Science & Technology
（P.51～54）

Y. Era, E. Seitoku,
 S. Abe,Y.　Nakagawa,
A. Hyono, M.
Nakamura and Y.
Yoshida

2017.07

2

3

（３）学会発表

1

2

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2017.04～09

2

3

（２）演習

1 2017.04～06

2

3

（３）実習

該当なし

歯科理工学、口腔保健学

学士（教養）

1992年北海道立衛生学院　歯科衛生学科、2008年放送大学教養学部　生活と福祉専攻、2014年北海道大
学歯学研究科　口腔病態学講座　細胞分子薬理学教室（研究生）

1992年日之出歯科診療所　歯科衛生士、1997年ちだ歯科クリニック　歯科衛生士、1999年池田ファミリー歯
科クリニック　歯科衛生士、2004年居宅介護支援事業所まごの手　ケアマネージャー、2006年北海道歯科
衛生士専門学校　教務主任

歯科衛生教育学会、歯科衛生学会、歯科理工学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

『Cytocompatibility of several nano-sized
ceramics particles: In vitro study』

該当なし

該当なし

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

競争的資金等の名称

該当なし

訪問歯科保健指導論
高齢者疑似体験セット、口腔内にはキシロカインゼリーを用いて片麻
痺体験を実施。高齢者の気持ちに寄り添った介護や接し方ができる
ような演習を実施した。

口腔保健管理
個々の患者に適した口腔保健管理プログラムを作成し、実践できる
能力を習熟するため、アクティブラーニングを活用した授業展開を
行った。



1 2017.04～12

2 2017.04～12

3 2017.09～2017.12

4 2017.04～2018.03

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

作業ステップごとの資料を作成し、講義と実習を行った。作業ステッ
プごとに実践していくことで技術の向上に繋がった。

歯科保健指導実習 歯科衛生過程について解説し、相互実習で実践

予防的歯石除去法実習
企業、卒業生、実習先の歯科医師、歯科衛生士、学生の身内等、モ
デル患者として協力できる方々に来校していただき、モデル患者実
習を実施。学生の実践力を高める教育ができた。

該当なし

臨地・臨床実習
臨床実習オリエンテーションの実施。施設巡回指導、レポート添削と
指導、学生のフォローアップ等。

歯科診療補助実習


